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⚫ 「東京都AI戦略」では、AI利活用を図っていくべき業務領域を

都民サービス、都民サービス関連業務、職員内部業務 の３つに整理

⚫ 本ガイドラインでは、AIの導入・活用に当たって必要となる

「対応のポイント」を業務領域ごとに取りまとめ、体系化

⚫ 各部門の職員が本ガイドラインを参照し、迷うことなく安全･円滑に

AIを導入・活用することで、「都政におけるAI利活用」を一層推進

「東京都 AI導入・活用ガイドライン」の概要
令和 8年（ 2 0 2 6年） 3月
東京都デジタルサービス局

東京都AI戦略

東京都がAIと向き合う際の基本的な考え方や取組の方向性を示す全庁的な方針

視点１：都政におけるAI利活用

AI導入・活用ガイドライン（本書）

都庁の各部門が、所管事業において生成AIを含むAIを

適正かつ効果的に導入・活用していくための実践的な指針

どういったプロセスで
AIを導入すればいいのか

AI特有のリスクに
どう対応すればいいのか

AI導入・利活用に
当たっての「迷い」

視点２：多様な主体とのAI利活用促進

本ガイドラインにより解消

「東京都AI戦略」に基づき、統一されたガバナンスのもとで都庁全体のAI利活用の取組を

安全かつ円滑、効果的に推進するため、「東京都 AI導入・活用ガイドライン」を策定

策定のポイント

イラストは生成AIで作成
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（参考）都政におけるAI利活用の考え方

（凡例）

AI利活用推進に当たっての考え方

主な留意事項

都民サービス

利用主体が都民/事業者
であるサービス

1
情報提供・
検索

2 行動支援

3
パーソナライ
ズド支援

4 予測・最適化

5
自律的判断・
実行

―

公

都民サービス関連業務

利用主体が職員で、業務の
最終的な目的が都民/事業者
へのサービス提供となるもの

1 定型業務補助

2 データ分析

3 判断支援

4
業務の予測・
最適化

5
自律的な業務
遂行

―

職員内部業務

利用主体が職員で、都民
サービスに直接影響しないもの

1
情報検索・
定型業務補助

2 文書作成支援

3
専門知識助言・
企画提案支援

4
予測・高度な
判断支援

5
自律的判断・
実行

―

公

公

公 透

公 透

ア

公 透

公 透

ア

公 透

ア プ

公 透

ア

公 透

安 ア

公 透

安

ア

プ

青

黄

赤

   リスクに十分配慮した上で

 積極的に利活用
黄

   今後の技術動向や

 法制度の整備状況等を注視赤

   比較的リスクが低く

 積極的に利活用
青

公平性公

透 透明性

安 安全性

プ プライバシー

ア アカウンタビリティ

公 透

安

ア

プ

青

黄

赤

青

黄

赤

業務領域

都民・事業者利用主体 職員

都民サービスの質向上 業務の生産性向上主な効果

AI
利活用
の分類

「東京都AI戦略」では、都庁の各部門がAIを積極的かつ効果的に導入・利活用できるよう、

３つの｢業務領域｣と５つの｢AI利活用の分類｣、利活用に当たって留意すべき事項等を踏まえ、

「青」「黄」「赤」の3段階で都政におけるAI利活用推進に当たっての考え方をまとめた
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本ガイドラインの構成と主な内容

ここまでの内容を踏まえ、

業務領域ごとに一般的な利活用シーンを例示しながら、

企画～廃止の各フェーズに沿って対応のポイントを記載

▎05 AI利活用の対応のポイント（業務領域別）

• 「一般的な利活用シーン」の例示による

業務領域別の具体的な対応のポイント

▎01 ガイドラインの目的・位置付け

• 「東京都AI戦略」に対する本ガイドラインの役割

▎02 AIの徹底利活用に当たっての基本方針

• AIの利活用に当たっての基本方針

• 都のこれまでの主なAI利活用事例

▎03 AI利活用に当たって留意すべき事項等とその対応

• 「６つの留意すべき事項」と一般的な対応の方向性

• その他の留意すべき事項（著作権）

▎04 AI導入に当たっての標準的な検討プロセス

• 「企画」から「運用」「廃止」までの各フェーズと

「調達」において検討するべき事項

AI導入のプロセスに沿って、検討すべき事項を順に整理

廃止

調達

運用設計開発要件定義企画

AIの特性に起因する「６つの留意すべき事項」について
一般的な対応の方向性を記載

透明性 公平性 安全性

プライバシーセキュリティ アカウンタビリティ

都のこれまでの主な取組事例を振り返り

導入時の留意点をフィードバック
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 都民サービス   利活用の対応のポイント

３ ー ナライズド  

黄

 利用   の 性、    等のデータを活用し一 

 とりに  化した  を う点が特 

   的な検 を た 、   から利用 に必要な  

をプッシュ で ける等の活用が  

  の    ーズに   、関連性の い  

化された  を推 し のアクシ ンを  

一般的な利活用シーン

   アプリのプッシュ      データ等に基

づき、  な時    のイ ント  を  

  ッ ン  利用 の 性   の検   を分

 し、 性の い   件を  的に 示

主に留意すべき事項と対応のポイント

 必    な目的の設定

   の                 に って   

  た の （都  事     の     の  

 ）   にする   

 必  利用する  の効果的な 定 セ  リ   

  成の       する  は  スト        

   の      の      た で  する   

 都   する       の  の  に当たっては 

      ス に   て    

 必  リスクの     性  セ  リ   

   には イ ス        の ス   るた  

   て る    スト利用    に       

 する

       の   に  て           

に った対    する   

 推    業務の  し・ 構      

     に当たって  の  の     する    

   対       る     の       の

 方の        する

     の            は     の  

    できる    の        

  

  

  

  

  

企
画

「AI利活用の対応のポイント（業務領域別）」 の記載イメージ

業務領域ごとに、

AI利活用の視点からの業務の特徴と

一般的な利活用シーンを記載

対応のポイントを

必ず実施するべき「必須」と

より効果が見込まれる「推奨」の

２段階で記載

企画 ～廃止の各フェーズに沿って

時系列で対応のポイント記載
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本ガイドラインの活用イメージ（例）

❶ ガイドライン（AI利活用の対応のポイント（業務領域別））を参照し、業務領域を確認

「都民サービス」の「 ー ナライズド  」に該当することを確認

❷ AI利活用の対応のポイント（業務領域別）の「 ー ナライズド  」に

記載されている「対応のポイント」を確認

❸  初のステップである「サービスの企画」に

 当たって、「企画フェーズ」記載の項目を

実施しているか ェックしながら検討を進める

❹ 以降（「要件定義」「設計開発」「運用」）も同様にガイドラインの項目を

 ェックしながらAIの導入・活用を進めることで、 正かつ効果的なAI利活用を実現
  ※サービス廃止時には「廃止フェーズ」の項目を確認

 [必須] 適切な目的の設定

 [必須] リスクの評価

 [必須] 利用ツールの効果的な選定

 [推奨] 既存業務の見直し・再構築(BPR) 

「パーソナライズド支援」-「企画フェーズ」

都民サービス

利用主体が都民/事業者
であるサービス

1
情報提供・

検索

2 行動支援

3
パーソナライ

ズド支援

4 予測・最適化

5
自律的判断・

実行
―

公

公 透

ア

公 透

安 ア

公 透

安

ア

プ

青

黄

赤

「 々の事業 に対して、 AIを使って  な    を提 するサービス」を検討している場 …
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⚫ AIを事業に導入･活用する際に対応のポイントを円滑に参照できるよう、生成AIを活用したアプリを内製で開発

⚫ アプリを じて、どの業務領域に該当するかを生成AIが判定し、AI利活用の対応のポイント（業務領域別）を 示

⚫ 各フェーズ記載の項目を実施しているか ェックしながら、AIの導入・活用を推進

個々の事業者に対して、 AIを使って最適な支援情報を提案するサービス |

AIの導入を検討している業務を

チャットに入力

生成AIが

該当する業務領域を判定し、

対応のポイントを表示

本ガイドラインの活用イメージ（アプリ利用例）
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